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顧客への 

価値提供 

三菱商事のバリューチェーン※1
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三菱商事の概要 

三菱商事は、コーポレートスタッフ部門と6つの営業グループにより、 

グローバルなビジネスを展開しています。 

持続可能な社会創造に向けて三菱商事ができることの大きな柱の一つに、 

ビジネスを通じて新たな価値を創造し、社会に貢献することがあると考えています。 

　 2 0 0 4 年 7月に発 表した新しい中期経営計画

「INNOVATION2007」では、「新・産業イノベーター」

というビジョンを掲げ、市場のニーズから産業をとらえ直し

て、新しい仕組みを提案、創出したり、次世代を担う新産

業の創生を支援することで産業界の発展に寄与し、お客

様とともに成長のシナリオを構築することを目指しています。

構造変革が本格化する中で、自ら新たな仕組み作りやル

ール作りに参画し、主体的に変化を起こす存在でありた

いと考えています。 

　また、お客様・パートナー、株主・債権者、従業員の3者

をステークホルダーの重要な構成要素として再認識し、こ

の3者の間でバランス良く経営の舵取りを進め、企業とし

ての社会的責任を全うしていくことを、経営の基本方針と

しています。 

三菱商事のビジネスモデル 

INNOVATION 2007

※1　バリューチェーン 

商品が開発・調達・生産・販売・

サービスという流れの中で付加

価値を高めて行く仕組み。三菱

商事はさまざまな事業領域にお

いて、この「バリューチェーン」全

体に関わり、チェーン全体を俯瞰

したビジネスの仕組みを構築す

ることによって付加価値の高い

事業展開を行っています。 

　三菱商事は、国内外のネットワークを通じて、エネルギー、

金属、機械、化学品、生活物資等の多種多様な商品の

売買や製造を行うほか、金融、情報、物流、マーケティング

といった総合商社機能を活かしたお客様に対する総合的

なサービスの提供や、資源開発、プロジェクト開発など幅

広い多角的な事業を展開しています。 

　歴史的に主要な業務の一つである

貿易取引では、ビジネスの最前線で

得る豊富な情報を活かして、金融・情

報技術・物流・マーケティングなどの

機能を融合させながら付加価値の高

いサービスを提供しています。 

　また、今や三菱商事の収益の7割

以上を担う事業投資の分野において

は、自らリスクを取り、事業の主体的

な推進者として新たな事業の開発・

運営を行っています。パートナーとして事業に参画する際

にも、三菱商事の持てる事業のノウハウやグローバルな

ネットワークを活かして、必要な経営資源を調達し、事業

経営全般について最善の解決策を提案しながら、実行を

サポートします。 



■ ICT関連事業（ITソリューション・マネージメント、アウトソース事業、ネットワークサービス・モバイ
ル関連事業など） 

■ バイアウト、ベンチャー事業育成、M&A支援、証券化、オペレーティングリース、資産運用など 
■ 物流事業・保険事業 
■ 外食、コンテンツ、病院向け総合ソリューション、介護サービスや地域総合ケア、人材ビジネス、
出版など 

■ LNG、LPG、原油、ガソリン、ナフサ、灯油、軽油、重油、潤滑油、アスファルト、その他石油製品、
オリマルジョン®、無煙炭、石炭コークス、石油コークス、カーボンブラック、人造黒鉛電極、石油・
ガス探鉱開発、新エネルギー開発、省エネ対応エネルギーシステム開発、電熱供給事業など 

■ 製鉄用原料炭、一般炭、鉄鉱石、副原料、ニッケル・クロムなどのステンレス原料、合金鉄、銅・
アルミなどの非鉄金属原料、非鉄金属製品、貴金属、自動車部品、銑鉄、屑鉄、普通鋼材、鋼管、
ステンレス鋼、その他鉄鋼製品など 

■ 発電プラント、送変電設備、昇降機、鉄道車両、交通システム、ガス・石油プラント、化学プラント、
製鉄機械、非鉄製造設備、セメント機械、鉱山機械、船舶、船舶機械、廃棄処理設備、環境設備、
自動車、建設機械、工作機械、印刷機械、航空機エンジン、航空機搭載機器材、防衛関連電子
機器など 

■ 建築工事の設計・施工、住宅の分譲・賃貸、オフィスビル・商業施設等の開発、不動産仲介・証
券化、PFI事業、海外建設・土木プロジェクトなど 

■ プロジェクト開発事業、電力卸売・小売事業、上下水道運営などインフラストラクチャーの整備・
運営、自動車製造販売および自動車販売金融事業、FPSO/FSO定期用船事業、食品リサイク
ル事業、衛星通信事業、衛星地図情報事業、情報セキュリティ事業、航空機リース事業、宇宙開
発事業など 

■ 石油化学品、肥料、無機化学品、合成樹脂・製品、電子材料、食品添加物、医療・農薬中間体、
バイオ事業、先端素材 

■ 穀物類、穀粉類、砂糖類、油脂、畜産物、飼料、水産物、青果物、澱粉、ビール、コーヒー、飲料水、
乳製品、冷凍・冷蔵食品、加工食品など 

■ 繊維原料・糸・織編物、産業繊維、光ファイバー、衣料、ブランド事業、家具、靴、日用雑貨、タイヤ、
住宅建材、包装資材、木材チップ、パルプ、紙、セメント、硅砂など 

新機能事業 
グループ 

営業グループ概要 2005年3月期の業績 主な商品・サービス 

エネルギー事業 
グループ 

金属 
グループ 

機械 
グループ 

化学品 
グループ 

生活産業 
グループ 

売上高： 
 266,286百万円 
当期純利益： 
 12,260百万円 
総資産： 
 901,773百万円 

売上高： 
 4,332,271百万円 
当期純利益： 
 45,835百万円 
総資産： 
 1,140,938百万円 

売上高： 
 3,441,069百万円 
当期純利益： 
 48,239百万円 
総資産： 
 2,057,150百万円 

売上高： 
 2,768,577百万円 
当期純利益： 
 55,398百万円 
総資産： 
 2,297,571百万円 

売上高： 
 1,904,165百万円 
当期純利益： 
 18,110百万円 
総資産： 
 648,330百万円 

売上高： 
 4,449,625百万円 
当期純利益： 
 44,864百万円 
総資産： 
 1,739,340百万円 

株主総会 

取締役会 

取締役社長 

社長室会 

ガバナンス委員会 

国際諮問委員会 

監査役 監査役室 

監査役会 

新機能事業グループ 

エネルギー事業グループ 

金属グループ 

機械グループ 

化学品グループ 

生活産業グループ 

コーポレートスタッフ部門 

イノベーションセンター 

監査部 
CIOオフィス 
経営企画部 
国際戦略研究所 
広報部 
オフィスビル企画部 
秘書部 
人事総務部 
法務部 
業務部 

中国事業戦略オフィス 
コントローラーオフィス 
トレジャラーオフィス 
IR部 
 
 
 
事業開発部 
ITS事業企画部 
ビジネスクリエーション部 
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三菱商事組織図 

営業グループ概要 


